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Impact of Scoring-balloon Angioplasty after Orbital Atherectomy
to expand Severely Calcified Lesion as Assessed by Optical
Coherence Tomography（重度石灰化病変に対する軌道式アテレクトミー
治療後のスコアリングバルーンの影響に関する光干渉断層法による観
察）

武蔵野赤十字病院

所属　　　　循環器内科　　　　　氏名　　　加地 大悟　　　 

(西暦）　　　2023年　　11月　～　　　　2024年　3月

石灰化困難症例におけるインターベンション治療で、新規スコアリング
バルーンの有用性について論ずる事で、今後のインターベンション治療
における知見を示している。

2021年1月から2022年12月の間に、光干渉断層法を用いた冠動脈形成術
を実施した562症例のうち、軌道式回転アテレクトミー術を実施した122
症例を対象とした。その中で再狭窄症例を除いた114人の内、スコアリ
ングバルーン：NSE Apertaまたはカッティングバルーン：Wolverineの
片方のみを施行した79症例の内で、最終的に適切な画像が揃っている38
症例を対象とした。


